
様式５

令和 7 年度事業報告書
　 （競技力向上対策事業）

団体名

事業
NO. 事業内容

参加
人数

7 年 4 月 1 日

～ 令和 年 月 日

7 年 4 月 1 日

～ 令和 8 年 2 月 28 日

7 年 5 月 1 日

～ 令和 7 年 5 月 3 日

7 年 7 月 16 日

～ 令和 7 年 7 月 18 日

7 年 8 月 1 日

～ 令和 年 月 日

7 年 9 月 10 日

～ 令和 年 月 日

7 年 9 月 20 日

～ 令和 年 月 日

7 年 8 月 1 日

～ 令和 7 年 10 月 10 日

年 月 日

～ 令和 年 月 日

年 月 日

～ 令和 年 月 日

※競技運営育成事業は 「回数」「実施場所」及び「対象者」を記載する必要はありません。

●事業実施の成果 ●反省点及び今後の展望

1 [備考]

2 [備考] 着信があれば折り返します

3 [備考] 平日9時-17時のみ

1 [備考]

2 [備考]

パラスポーツ担当者
役職・氏名

（ﾊﾟﾗｽﾎﾟｰﾂ普及・啓発
等事業実施の場合）

○○　○○

パラスポーツ担当者の連絡先

E-mail パソコン #####@###.co.jp

TEL 携帯 080-####-####

担当者名 ○○　○○
TEL 携帯 080-####-####

TEL 勤務先 ###-###-####

国スポ強化事業においては、候補選手の調整として有意義な
合宿となった。中央から指導者を招いたこともあり、選手の
モチベーションの向上が見られた。審判員資格は○人取得で
きた。○人については来年度資格試験があるため、取得に向
けて取組みたい。パラスポーツは体験会の開催により、協会
内での認識を高めることができた。

小・中学生の競技人口が減少傾向にある。選手強化と合わせて普
及・啓発活動も行うことで、競技人口を確保したい。また、若手
の指導者や審判員の養成が急務とされる。本補助金のアジア大会
に向けた新規項目をうまく活用し、人材育成を進めたい。

競技名 ○○
担当者の連絡先　※優先順位が高い順番にご記入ください。

E-mail パソコン #####@###.co.jp

10

令和

9

令和

50

正しいテクニックの普及と技術の向上を
目指し、練習会を開催した。

8 ﾊﾟﾗｽﾎﾟｰﾂ普及・啓発等事業

令和

2
名古屋市昭和スポー
ツセンター

協会所属のパラス
ポーツに関心があ

る者
10

パラスポーツに興味を持ってもらうた
め、パラスポーツの体験会を開催した。

7 ジュニア層強化事業

令和

1 ○○公園体育館 県内の小・中学生

10

地域の方を集め、○○競技に関心を持っ
てもらうための体験会等のイベントを開
催した。

6 スポーツ医・科学活用事業

令和

1 パロマ瑞穂アリーナ 国スポ候補選手 1

国スポ候補選手の強化練習会等に帯同
し、医学的サポートを行った。

5 競技普及・啓発事業

令和

1 パロマ瑞穂アリーナ
○○競技に興味が

ある者

10

【少年女子】国スポで上位入賞するため
の強化練習会の開催した。

4 全国大会等強化事業

令和

1
名古屋市中スポーツ
センター

全国大会出場を目
指す協会所属の選

手
25

競技力の向上を図り、全国大会で活躍で
きる選手を育成するための練習会を開催
した。

3 国スポ強化事業

令和

3 ○○市体育館 国スポ候補選手

愛知県○○協会

実施期日 回数
※ 実施場所※ 対象者※ 目的と実施方法

10

【成年男子】国スポで上位入賞するため
の強化練習会の開催した。

2 競技運営人材育成事業

令和

4

2026年のアジア大会にて活躍できる審
判員資格を○名取得した。○名について
は引き続き資格取得向けた取組みを継続
する。

1 国スポ強化事業

令和

1
○○市スポーツセン
ター

国スポ候補選手

【回数の計上方法】

宿泊を伴うものは、日数に関わらず１回としてください。

例：

・２泊３日の合宿を行った場合・・・１回

・３日連続で練習を行った場合・・・３回

【参加人数の計上方法】

延べ人数でご記入ください。

例：

・２泊３日の合宿を行い、実人数が10人の場合・・・10人（宿泊を伴う合宿は1回で計上されるため、実人数を記入）

・３日連続で練習を行い、実人数が11人で１日目10人、２日目８人、３日目が９人だった場合・・・27人（３日連続の

練習は３回と計上されるため、各日の合計人数を記入）

記載例


